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　15名の会員と８名の父兄が出席しまし
た。議事では、子供達で分担して大きな声
で元気に事業報告を行いました。
　終了後にみんなで作成した昨年度の活動
パネルを金融窓口に展示していますので、
是非ご覧下さい！

活動報告をする子供たち
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体験学習会開催�
　
４
月
16
日
、
中
標
津
町
畜
産
食
品
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
体

験
学
習
会
を
開
催
し
、
子
供
29
名
、
大
人
８
名
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
・

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
を
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
小

学
校
低
学
年
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
よ
う
で

す
。
作
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
試
食
す
る
と
、
硬
さ
は
様
々
で

し
た
が
、
自
分
た
ち
で
作
る
と
一
層
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア
に
て
提
供
す
る
予
定

で
す
。

　
今
回
の
体
験
学
習
は
事
前
に
友
達
を
誘
い
あ
い
、
予
想
よ
り
も

多
く
の
子
供
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次

は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
し
て
参
加
し
て

も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
！　
　
《
事
務
局　
外
舘
係
》

計根別ジュニアホルスタインクラブ

ミンチになった肉を
別の機械に移します。

ソーセージの作り方を
教えて頂いています。

羊の腸に肉を詰めて成型します。

真剣な眼差しです。

記念撮影

ソーセージの後はアイスクリーム作り。

協力して力いっぱい回しました。

手作りソーセージの出来上がり！

午前10時に全員集合。
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（組合員・職員の同居家族）ピカピカの１年生

加藤　冴梨 ちゃん
加藤　司さん（共進）

ファッションデザイナー

苅田　紗羽 ちゃん
苅田　憲幸さん（共進）

ケーキ屋さん

佐藤あゆ奈 ちゃん
佐藤　雄太さん（常盤）

パティシエ

蛭田　隼人 君
蛭田健太郎さん（南本別）

酪農家

鹿野　　新 君
鹿野　亮平さん（酪進）

消防士

元木　夏輝 君
元木　忠之さん（北本別）

酪農家

二瓶　梨菜 ちゃん
二瓶　裕貴さん（西計根別）

牛のお仕事をしたい

美馬　元太 君
美馬　英二さん（上標津）

スケート選手

杉本　壮佑 君
杉本　聡史さん（西竹）
ショベルカーの運転手

斉藤　美緒 ちゃん
斉藤　誠さん（若竹）
牛のお仕事をしたい

須崎　拳斗 君
須崎みづえさん（東西竹）

ラグビー選手

根元　小遙 ちゃん
根元　大樹さん（東西竹）

アイス屋さん

株田　青弥 君
株田　悠介さん（東養老牛）

酪農家

中村朔太郎 君
中村　正博さん（旭新養老牛）

コントラの運転手

堀田　慎介 君
堀田　秀哉さん（職員）
トラクターの運転手

大きくなったら何になりたいですか？

上春別小学校 上西春別小学校

計根別小学校
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「ファームノート」って？

講
習
会

乳牛改良連合会
　

タ
ッ
チ
操
作
だ
け
で
牛
群
管
理
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
『
フ
ァ
ー
ム

ノ
ー
ト
』
に
つ
い
て
、
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト
山
澤
修
平
氏
を
迎

え
、
３
月
29
日
に
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
シ
ス
テ
ム
内
容
は
発
情
・
人
工
授
精
・
分
娩
、
牛
群
移
動
や
廃
用
、

販
売
成
績
な
ど
牧
場
に
関
わ
る
様
々
な
活
動
を
記
録
し
、
幅
広
く
分
析

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
当
日
は
山
澤
氏
と
一
緒
に
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト
を

起
動
し
操
作
し
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト
は
現
場
で
個
体
情
報
を
簡
単
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
正
確
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

近
い
将
来
多
く
の
酪
農
家
の
助
け
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

《
販
売
部
酪
農
課　
小
林
係
》

　
４
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
道
東

あ
さ
ひ
に
て
育
成
に
関
す

る
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
講
師
に
は
、
松
原
秀
雄

氏
（
十
勝
清
水
町
酪
農

家
）
を
招
き
、
育
成
牛
の

飼
養
管
理
方
法
や
共
進
会

牛
の
選
抜
に
つ
い
て
講
義

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
健
康
な
子
牛
を
飼
養
す

る
に
は
母
牛
の
乾
乳
期
間

を
適
切
に
と
り
、
子
牛
の

普
段
か
ら
の
状
態
確
認
と

早
期
対
応
を
心
が
け
る
こ

と
を
大
事
に
し
て
い
ま

す
。
共
進
会
牛
の
選
抜
で

は
、
自
身
の
好
き
な
牛
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
自
然

な
状
態
か
ら
選
抜
し
、
毎

日
の
手
入
れ
が
成
績
に
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
。』
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

《
販
売
部
酪
農
課

　
小
林
係
》

根室ホルスタイン改良協議会



5

　
4
月
9
日
に
本
田
芳
明
牧
場
に
て
大

成
・
本
別
合
同
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
会
員
は
16
名
（
大
成
8
名
、

本
別
8
名
）
で
昨
年
の
11
月
か
ら
稼
働

し
た
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
の
レ
イ
ア
ウ

ト
や
最
新
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
性
能
な

ど
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
会
員
か
ら

も
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
質
問
が
多

数
あ
り
、
と
て
も
有
意
義
な
視
察
と
な

り
ま
し
た
。　
　
《
事
務
局　
外
舘
係
》

合
同
近
隣
視
察

大
　
成

本
　
別

　
今
回
は
高
温
殺
菌
、
低
温
殺
菌
し
た

二
種
類
の
牛
乳
豆
腐
の
試
食
品
を
、
青

年
部
の
総
会
終
了
後
に
部
員
へ
配
布
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
を
も
と
に
、
商
品
化
を
目
指
し
て

じ
っ
く
り
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

「みるふちゃん工房」２回目の試食
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今月の

やっぱり
挨拶苦手だ～（涙）

　
4
月
12
日
、
計
根
別
農
協
に
て
開
催
さ
れ
、
開
会

に
あ
た
り
鹿
野
部
長
よ
り
「
27
年
度
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋

合
意
や
指
定
団
体
制
度
廃
止
の
話
が
持
ち
上
が
る
等
、

酪
農
業
界
に
と
っ
て
大
き
な
動
き
の
あ
っ
た
1
年
で

あ
っ
た
。
青
年
部
と
し
て
は
、
活
発
な
活
動
が
で
き

た
と
感
じ
て
い
る
。
青
年
部
活
動
も
そ
う
で
あ
る
が
、

こ
の
難
局
を
み
ん
な
の
協
力
で
乗
り
切
り
た
い
。」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
が
ご
出
席
下
さ
り
、

西
塚
組
合
長
よ
り
「
先
人
た
ち
が
作
り
上
げ
た
制
度

通
常
総
会
開
催
�

第
65
回

乳
質
改
善
共
励
会

　
体
細
胞
の
部

　
第
一
位　
東
部
支
部

　
生
菌
数
の
部

　
第
一
位　
南
部
支
部

を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
青
年
部
の
皆

様
に
は
こ
の
動
き
に
対
処
で
き
る
よ
う
学
ん
で
ほ
し

い
。」
と
激
励
を
頂
き
、
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
協
の
安

達
会
長
か
ら
は
「
教
育
大
釧
路
校
の
農
村
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
に
対
す
る
協
力
に
感
謝
す
る
。
生
産
者
と
消
費

者
を
つ
な
ぐ
活
動
は
今
後
の
酪
農
業
界
に
お
い
て
も

非
常
に
重
要
で
あ
る
為
、
今
後
も
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。」
と
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
西
部
支
部
の
中
村
正
博
さ
ん
が
選
出
さ

れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
議
事
進
行
し
て
頂
き
、
全
議
案
が

承
認
さ
れ
る
と
共
に
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
に
当
た
っ
て
唐
崎
副
部

長
よ
り
「
部
員
の
協
力
が
な
い

と
青
年
部
活
動
は
成
り
立
た
な

い
為
、
負
担
も
あ
る
と
思
う
が
、

理
解
い
た
だ
き
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　
本
総
会
で
承
認
い
た
だ
き
ま

し
た
内
容
を
基
に
今
年
度
も
活

動
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

多くの部員の出席により盛会に開催されました。

議長を務めて頂いた
第24代青年部長の中村正博さん。

鹿野部長による開会挨拶

拍手をもって
議案の承認を願います。

地区青協総会
にて指摘する

鹿野部長と西塚監事…
（この写真はやらせです。） 撮る人は

撮られる人
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平
成
28
年
度
新
役
員

　
会　
長　
渡
邊　
基
樹
（
後
志
・
Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
）

　
副
会
長　
神
馬　
　
悟
（
空
知
・
Ｊ
Ａ
な
ん
ぽ
ろ
）

　
副
会
長　
今
野　
邦
仁
（
上
川
・
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
）

　
副
会
長　
安
達　
永
輔
（
根
室
・
Ｊ
Ａ
標
津
）

　
監　
事　
永
坂　
幸
弥
（
留
萌
・
Ｊ
Ａ
オ
ロ
ロ
ン
）

　
監　
事　
竹
原
宏
太
郎
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
）

平
成
28
年
度
役
員

　
会　
長　
久
保　
拡
伸
（
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
青
年
部
）

　
副
会
長　
田
中　
雅
彦
（
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
青
年
部
）

　
副
会
長　
乾　
　
元
樹
（
Ｊ
Ａ
中
標
津
青
年
部
）
※
単
組
部
長
兼
務

　
監　
事　
兼
松　
真
武
（
Ｊ
Ａ
中
春
別
青
年
部
）

　
監　
事　
小
杉　
地
平
（
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
青
年
部
）
※
単
組
部
長
兼
務

　
４
月
21
日
、
根
室
農
業
会

館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
研

修
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中

央
会
共
通
広
報
課 

土
屋
主

幹
よ
り
『
第
28
回
Ｊ
Ａ
北
海

道
大
会
決
議
の
実
践
に
つ
い

て
』
と
題
し
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
議
長
を
務
め

た
Ｊ
Ａ
中
標
津
青
年
部
の
原

さ
ん
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
に

よ
り
全
て
承
認
さ
れ
、
平
成

28
年
度
の
役
員
も
左
記
の
通

り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ

Ａ
青
年
部
か
ら
は
、
久
保
さ

ん
が
会
長
と
い
う
大
役
を
受

け
る
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

当
青
年
部
と
し
て
も
地
区
青

協
を
盛
り
立
て
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

　
最
後
に
『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
道
民

５
５
０
万
人
と
と
も
に
乗
り

越
え
る
特
別
決
議
』『
指
定

団
体
制
度
の
機
能
を
維
持
す

る
特
別
決
議
』
と
２
つ
の
特

別
決
議
が
提
案
さ
れ
、
全
出

席
盟
友
の
総
意
に
よ
り
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

第65回北海道農協青年部連絡協議会

根室地区青協第65回

定期総会

通常総会

新役員の面々です。久保会長はじめ役員皆様の活躍に期待です！青年部の締めはガンバロウ三唱！

平成28年度スローガン『夢のある農業へ�～』�
年間活動テーマ『未来に誇れる農業』�

　
4
月
5
日
、

ホ
テ
ル
モ
ン
ト

レ
エ
ー
デ
ル
ホ

フ
札
幌
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は

３
０
０
人
を
超

え
る
全
道
各
地

の
盟
友
が
集
ま

り
、
多
く
の
意

見
や
要
望
が
挙

げ
ら
れ
、
全
議

案
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
28
年

度
よ
り
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
『
夢
の

あ
る
農
業
へ
！
』、
年
間
活
動
テ
ー
マ
を
『
未
来
に
誇
れ

る
農
業
』
と
な
り
ま
し
た
。
激
動
の
農
業
情
勢
…
誰
し
も

が
農
業
に
憧
れ
る
…
そ
ん
な
農
業
を
盟
友
で
一
致
団
結
し

て
作
り
上
げ
て
い
こ
う
！
と
こ
れ
か
ら
熱
い
青
年
部
活
動

が
展
開
さ
れ
る
実
感
を
致
し
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
こ
の
度
新
役
員
と
な
っ
た
皆
様

に
は
前
役
員
の
皆
様
に
続
き
、
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
青
年
部
長　
鹿
野
亮
平
》

JA道東あさひ青年部さんが
ロールパックメッセージのアート部門で最優秀賞を受賞しました！
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４
月
７
日
に
農
協
和
室
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
高
橋
英
昭
会
長
よ

り
「
平
成
27
年
度
は
子
牛
取
引
、
飼
養
戸

数
・
頭
数
の
減
少
に
よ
り
素
牛
を
は
じ
め

和
牛
市
場
の
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
当
会
は
良
質
な

和
牛
の
生
産
と
地
域
へ
根
付
く
よ
う
な
和

牛
肉
販
売
の
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
来

年
度
は
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
素
牛
の
増
産
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
佐
久
間
忠
氏

が
議
長
を
務
め
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
新
会
長
の
唐
崎
幸
司
氏
の
閉
会

挨
拶
に
て
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

《
酪
農
課　
田
村
》

　
4
月
15
日
に
計
根
別

農
協
２
階
に
て
、
株
式

会
社
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト

の
小
林
晋
也
社
長
を
講

師
と
し
て
経
営
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

悪
天
候
に
も
関
わ
ら
ず

41
名
も
の
参
加
者
が
集

ま
り
ま
し
た
。
経
営
を

順
調
に
回
す
た
め
に

は
、
ま
ず
は
し
っ
か
り

と
し
た
営
農
計
画
の
樹

立
、
実
践
、
期
中
で
は

実
際
の
営
農
が
計
画
通

り
に
進
ん
で
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
問
題
が

あ
れ
ば
改
善
す
る
、
と

い
う
一
連
の
作
業
が
大

切
と
な
り
ま
す
（
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）。
自

分
の
牧
場
の
営
農
計
画
、

期
中
の
状
況
な
ど
把
握

さ
れ
て
い
ま
す
か
？
土

壌
分
析
、
飼
料
分
析
、

乳
検
な
ど
、
数
字
に
あ

ふ
れ
る
昨
今
、「
計
画

通
り
に
進
ま
な
い
の
が

営
農
だ
！
」
な
ど
と
言

わ
ず
、
今
一
度
営
農
計

画
と
組
勘
状
況
を
見
つ

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

《
営
農
部　
片
岡
》

通
常
総
会
�

●●●● 経営セミナー開催� ●●●●

第
９
回
計
根
別
農
協
和
牛
生
産
振
興
会

　
東
京
都
出
身
の
専
門
学
校
生
、
後
藤
翔

平
さ
ん
が
３
月
６
～
19
日
に
か
け
て
中
村

牧
場
で
の
酪
農
体
験
を
は
じ
め
、
フ
ァ

ム
・
エ
イ
や
農
業
高
校
で
の
実
習
を
体
験

し
ま
し
た
。

　
後
藤
さ
ん
は
今
年
２
月
に
根
室
振
興
局

が
開
催
し
た
「
根
釧
酪
農
体
験
ツ
ア
ー
」

に
参
加
し
、「
自
然
の
豊
か
さ
と
人
柄
の

良
さ
に
魅
了
さ
れ
た
、
も
う
一
度
酪
農
を

体
験
し
た
い
」
と
当
Ｊ
Ａ
を
訪
れ
ま
し
た
。

酪
農
と
の

出
会
い
の
場
を

提
供

真剣な表情で搾乳をする後藤さん

高橋会長と議長を務められた佐久間忠さん
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４
年
後
に
美
味
し
い
さ

け
・
ま
す
と
な
っ
て
回
帰
す

る
事
を
願
い
、
計
根
別
さ

け
・
ま
す
ふ
化
場
に
お
い
て

稚
魚
放
流
式
が
４
月
21
日
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
も

約
１
，
０
０
０
万
匹
の
稚
魚

達
が
元
気
に
当
幌
川
へ
泳
ぎ

出
し
ま
し
た
。

さけ・ます稚魚放流式

「ＪＡ年金deホッとするキャン
ペーン」の抽選が行われ、若竹の
柵木順一さんが当選し「あかん遊
久の里鶴雅ペア宿泊券」がプレゼ
ントされました！

当選
おめ
でとう

2016年
恒例の
2016年
恒例の

1414
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４月からＪＡけねべつの一員となりました３名の新入職員をご紹介します。よろしくお願い致します�

● ● ●  新採用職員紹介  ● ● ●

販売部 酪農課
酪農係

久本　晃大

総務部 総務電算課
総務係

宮下　　遥

販売部 酪農課
酪農係

小川　岳志

　
こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同
組
合 

販
売
部 

酪
農

課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
、
久
本
晃
大
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
３
月
１
日
よ
り
農
協
で
３
週
間
、
Ｊ
Ａ
カ

レ
ッ
ジ
で
10
日
間
研
修
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
お
忙

し
い
中
、
優
し
く
ご
指
導
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
私
は
３
月
に
酪
農
学
園
大
学
を
卒
業
し
、
在
学
中

に
家
畜
人
工
授
精
師
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
高
校
生
の
頃
よ
り
、
祖
父
の
農
業
の
手
伝
い
を
し

て
い
た
た
め
、
農
業
に
興
味
を
持
ち
、
農
家
の
方
々

の
手
助
け
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
地
元
の

計
根
別
農
業
協
同
組
合
で
人
工
授
精
業
務
を
行
え
る

こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
知
識
と
技
術
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
一

生
懸
命
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
皆
様

の
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
は
じ
め
ま
し
て
、
こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同
組

合
総
務
部 

総
務
電
算
課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
宮

下
遥
と
申
し
ま
す
。
私
は
３
月
に
北
海
道
中
標
津
高

等
学
校 

普
通
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　
３
月
上
旬
に
一
週
間
ほ
ど
計
根
別
農
協
で
研
修
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
３
月
15
日
か
ら
は
江
別
の
Ｊ
Ａ
カ

レ
ッ
ジ
へ
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
研
修
で
は
多

く
の
方
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
こ
れ
か
ら
必

要
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
総
務
部
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
が
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
一
つ
一
つ
覚
え
る
の
で

精
一
杯
な
た
め
、
一
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

い
き
ま
す
。
先
輩
職
員
の
姿
を
見
て
、
少
し
で
も
早

く
仕
事
を
覚
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
一
日
で
も
早
く
組
合

員
さ
ん
の
顔
と
名
前
を
覚
え
、
計
根
別
地
域
で
行
わ

れ
て
い
る
様
々
な
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

き
た
い
で
す
。
持
ち
前
の
明
る
さ
と
笑
顔
で
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同
組
合
販
売
部 

酪
農

課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
小
川
岳
志
と
申
し
ま
す
。

　
私
は
昨
年
の
夏
に
２
週
間
研
修
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
り
、
ま
た
、
丁
寧
に

ご
指
導
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
は
こ
の
３
月
に
農
協
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
農
協
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
在
学

中
に
家
畜
人
工
授
精
師
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
農
協
職
員
と
し
て
沢
山
の
事
を
学
び
な
が
ら
、
授

精
師
と
し
て
一
日
も
早
く
、
一
人
前
と
な
れ
る
よ
う

努
力
し
、
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
人
材
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
指

導
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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JAけねべつ事務所配置図

テ　ー　ブ　ル

組合長 参　事

正
面
玄
関

入
口

入口

～営農支援課～

〇営農計画

〇税　務

〇労災保険

～基盤強化対策～

〇TMRセンター

〇生産技術指導

～営農振興課～

〇リース事業

〇草地更新

～営農企画課～

〇ヘルパー事務局

〇女性部・青年部

〇広報・ホームページ

〇人間ドック

〇担い手対策

fax 78-2048

営　農　部

電　算　室 コピー室 喫煙所

～生産センター係～

〇モアン牧場

〇預託業務

～畜産販売課～

〇畜産販売業務

〇肉牛振興

〇市場申込（初生含む）

fax 78-2282

～生乳販売課～

〇乳質改善

〇防疫

〇個体識別関係

　（農場報告カード）

　fax 78-4851

〇バルククーラー管理

〇ワクチン接種

～酪農課～

〇人工授精業務

　☎78-2231

〇登録業務（乳用種・肉用種）

〇共進会事務局

〇牛群検定業務(乳検）

〇各同志会事務局

〇ジュニアホルスタインクラブ事務局

〇計根別農協乳牛改良連合会事務局

販　売　部

～審査課～

〇受　付

〇出資金管理

〇組合員資格管理

〇農協財産管理・経営管理

〇人事管理

〇旅行代理業務

～総務電算課（電算室）～

〇経理・電算業務

事務所 fax 78-2556

総　務　部

～金融課～

〇農業者年金

〇資金借入

〇為替業務

〇貯金業務

～共済課～

〇契約者サービス

〇事故処理

金融・共済部

入
口

ご気軽にお尋ねください
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Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
開
催
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆

さ
ん
か
ら
提
言
頂
き
ま
し
た
「
北
海
道
農

業
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
期
待
す
る
こ
と
」

を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

「
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
『
力
強
い
農
業
』
と
『
豊
か
な

魅
力
あ
る
農
村
』」
の
実
現
に
向
け
た
組
合
員
の
役
割

北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会
　
参
与
　
黒  

田
　
栄  

継 

氏

北海道農協青年部協議会　参与
全国農協青年組織協議会　参与

黒
くろ

 田
だ

　栄
よし

 継
つぐ

 氏

う
と
い
う
時
の
世
間
か
ら
の
風
当
た
り
は

皆
さ
ん
の
想
像
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
。

　
農
協
改
革
は
、
な
ん
と
な
く
落
ち
着
い

て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
だ
が
、
５
年
経
っ

た
ら
色
々
ま
た
始
ま
る
。
何
も
終
わ
っ
て

い
な
い
。

　
そ
の
中
で
、
今
回
の
大
会
で
何
を
決
め

て
何
を
目
指
す
か
。
現
場
の
青
年
部
と
し

て
も
自
己
改
革
を
作
っ
て
い
く
な
か
で
、

何
を
し
て
、
何
を
望
み
、
自
分
た
ち
は
何

を
つ
く
る
の
か
を
議
論
し
て
き
た
。

　
や
は
り
、
農
協
の
営
農
経
済
の
事
業
を

改
め
て
確
立
し
て
い
こ
う
と
い
う

と
こ
ろ
に
な
る
。

　
北
海
道
は
、
全
国
的
に
み
る
と

ダ
ン
ト
ツ
に
で
き
て
い
る
が
、
改

め
て
北
海
道
が
全
国
の
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
を
と
る
く
ら
い
の
こ
と
を
し

て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、
職
員
、

役
員
だ
け
で
な
く
、
組
合
員
が

し
っ
か
り
そ
こ
に
気
づ
い
て
、
改

め
て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
や
る

と
い
う
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
。

　
組
合
員
教
育
と
い
う
言
葉
に
怒

り
出
す
組
合
員
も
非
常
に
多
い
が
、

避
け
て
は
通
れ
な
い
。
私
も
青
年
部
参
与

と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、
青
年
部
で

も
、
し
っ
か
り
共
有
認
識
を
も
っ
て
今
後

一
緒
に
事
業
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

「
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
」

　
５
５
０
万
人
と
謳
っ
た
か
ら
に
は
か
な

り
の
こ
と
を
展
開
し
な
い
と
い
け
な
い
。

多
く
の
人
と
繋
が
る
た
め
に
は
、
皆
が
力

を
出
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　
組
合
員
と
一
体
と
な
り
、
全
体
で
前
に

進
む
姿
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
、

現
場
の
ひ
と
り
と
し
て
の
決
意
だ
。

　
農
協
は
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る

し
、
私
も
そ
れ
に
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
良
い
と
こ
ろ
は
、
実
は
私
た

ち
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
に
あ
る
も
の
。

良
い
と
改
め
て
考
え
る
必
要
が
な
く
、
わ

ざ
わ
ざ
そ
れ
を
褒
め
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　
農
協
改
革
が
こ
こ
ま
で
押
し
込
ま
れ
た

理
由
の
１
つ
に
、
自
分
た
ち
の
良
さ
を
自

分
た
ち
で
語
れ
た
か
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
か
と
思
う
。
内
部
に
い
て
は
気
づ
か
な

い
。
色
々
な
人
と
関
わ
る
こ
と
で
自
分
た

ち
の
価
値
観
が
明
確
に
な
る
。

　
消
費
者
に
農
業
の
本
当
の
価
値
が
し
っ

か
り
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
る
。

　
農
業
者
一
人
一
人
が
価
値
を
伝
え
て
い

く
。
こ
れ
だ
け
距
離
が
あ
い
て
し
ま
っ
た

社
会
で
は
、
絶
対
的
に
私
た
ち
が
や
ら
な

い
と
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
な
い
。

　
大
会
議
案
の
実
践
方
策
に
何
を
す
る
か

が
書
か
れ
て
い
る
の
は
本
当
に
素
晴
ら
し

い
。

　
是
非
、
こ
れ
を
色
々
な
人
と
手
を
組
ん

で
実
現
で
き
た
ら
良
い
な
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
思
っ
て
い
る
。

最
後
に
一
言

　
５
５
０
万
人
と
つ
な
が
る
と
い
う
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
全
道
各
地
青
年
部
ま
た

女
性
部
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
そ
の
取
り
組
み

を
広
げ
て
い
き
、
私
た
ち
青
年
部
、
女
性

部
は
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
や
っ
て
い
く

の
で
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
第
４
回
は
、
青
年
部
を
代
表
し
て
北
海

道
青
年
部
協
議
会
黒
田
参
与
か
ら
の
提
言

を
紹
介
し
ま
す
。

「
力
強
い
農
業
」、「
豊
か
な
魅

力
あ
る
農
村
」
の
実
現
に
向
け

た
組
合
員
の
役
割

　
昨
年
、
全
青
協
会
長
の
立
場
で
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
自
己
改
革
の
審
議
に
関
わ
っ
た
。

そ
の
中
で
、
国
民
合
意
を
形
成
し
て
い
こ

～
第
28
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～
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営農部 基盤強化対策課より
　
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
「
カ
ー
フ
ウ
ォ
ー
マ
ー
」

で
す
。
最
近
、
導
入
す
る
方
が
増
え
、
今
や
約
1
割

の
方
が
使
用
し
て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
子
牛
１
頭
が

入
る
程
で
、
少
し
重
量
が
あ
る
ケ
ー
ス
で
す
。
ヒ
ー

タ
ー
が
付
属
し
て
お
り
、
温
か
い
空
気
を
ケ
ー
ス
内

に
送
り
込
み
ま
す
。
生
ま
れ
た
子
牛
を
綺
麗
に
拭
い

て
か
ら
、
カ
ー
フ
ウ
ォ
ー
マ
ー
に
入
れ
ま
す
。
３
～

４
時
間
で
毛
の
根
元
か
ら
フ
ワ
フ
ワ
に
な
る
ほ
ど
乾

き
ま
す
。
少
し
元
気
の
な
い
子
牛
も
体
の
芯
か
ら
温

ま
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
こ
の
冬
は
ど

の
家
で
も
効
果
を
発
揮
し
た
よ
う
で
す
が
、
子
牛
が

体
調
を
崩
す
の
は
冬
も
夏
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
暖

か
く
な
り
ま
し
た
が
、
健
康
な
後
継
牛
を
確
保
や
、

子
牛
高
値
販
売
の
た
め
に
も
カ
ー
フ
ウ
ォ
ー
マ
ー
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

 

■
使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

① 

生
ま
れ
た
子
牛
は
綺
麗
に
拭
く
か
、
親
牛
に
舐
め

さ
せ
る
な
ど
し
て
か
ら
入
れ
ま
し
ょ
う

　
生
ま
れ
た
後
の
リ
ッ
キ
ン
グ
（
母
牛
が
子
牛
を
舐

め
る
こ
と
）
に
は
乾
か
す
役
割
と
は
別
に
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
役
割
も
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
子
牛
の
初

今
注
目
の
ア
イ
テ
ム
！

カ
ー
フ
ウ
ォ
ー
マ
ー

輸入のカーフウォーマー　価格９～11万円

国産のカーフウォーマー　価格７万円程度

乳
吸
収
の
能
力
が
高
ま
り
ま
す
。

②
時
々
様
子
を
見
ま
し
ょ
う

　
子
牛
は
大
体
３
～
４
時
間
で
乾
き
ま
す
。
体
力
が

回
復
し
、
中
で
バ
タ
バ
タ
し
始
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が

カ
ー
フ
ウ
ォ
ー
マ
ー
か
ら
出
す
目
安
で
す
。
半
日
程

度
入
れ
て
お
い
て
も
（
夜
に
分
娩
し
て
朝
ま
で
等
）

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
脱
水
が
原
因
と
思
わ
れ
る

死
亡
事
故
事
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
初
乳
を
飲
ま
せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
注
意

　
初
乳
か
ら
抗
体
が
獲
得
で
き
る
の
は
生
後
12
時
間

程
度
ま
で
で
す
。
カ
ー
フ
ウ
ォ
ー
マ
ー
に
6
時
間
入

れ
た
後
、
初
乳
を
飲
ま
せ
て
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
初
乳
の
吸
収
効
率
は
生
ま
れ
て
か
ら
時
間
の
経

過
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
き
ま
す
の
で
、
あ

ま
り
遅
く
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。

④
清
掃
を
こ
ま
め
に
行
い
ま
し
ょ
う

　
生
ま
れ
た
直
後
の
、
抵
抗
力
の
な
い
子
牛
が
入
る

ケ
ー
ス
で
す
。
清
潔
に
保
つ
よ
う
、
こ
ま
め
に
清
掃

を
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
火
災
に
注
意

　
ヒ
ー
タ
ー
は
電
熱
線
式
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
電

気
を
使
用
し
ま
す
。
万
が
一
に
備
え
、
麦
稈
や
乾
草

に
埋
も
れ
た
よ
う
な
状
態
で
使
用
す
る
の
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

⑥
電
気
の
契
約
量
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

ヒ
ー
タ
ー
は
一
定
の
電
力
を
使
用
し
ま
す
。
ブ

レ
ー
カ
ー
が
落
ち
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、

契
約
量
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
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保健センターです。
おじゃまします� 「病院に行っている人にも

健診を活用して欲しい理由」

　右記は生活習慣病で通院している人の医療
費を特定健診の受診者と未受診者で比較した
ものです。
　大きな差が出ているのが一目瞭然です。
　どうしてこんなに差が出るのでしょう？
　健診を受け続けている人は健診結果を活用
し生活習慣を見直すことで年々改善して、薬
が減ったり、休薬に至る人もでてきますし、
多くの方が重症化しないで経過しています。
　健診未受診者が高額の医療費になるのは　
①自覚症状がでるまで放置して、重症化して
から治療を開始している　②生活を見直さず
に、単に通院・服薬を続けるだけでは重症化
を十分阻止出来ない可能性があるとおもって
います。　
　多くの方に健診を受けていただき、　一人
ひとりが健診結果（検査結果）を理解され、
必要な生活習慣（食習慣、運動習慣）、喫煙
習慣などを見直すことで、健やかな生活を維
持ができるものとおもいます。

健康増進法より抜粋
　（国民の責務） 
第二条 　国民は、健康な生活習慣の重要性に対する関心と理解

を深め、生涯にわたって、自らの健康状態を自覚すると
ともに、健康の増進に努めなければならない。

健診受診者と健診未受診者における
生活習慣病等１人当たりの医療費

　
健診受診者
の 医 療 費
Ａ

健診未受診
者の医療費　
Ｂ

差　額
Ｂ－Ａ

北海道（H26) ¥4,956 ¥41,221 ¥36,265

北海道（H27) ¥3,206 ¥47,420 ¥44,214

国（H26) ¥6,025 ¥34,432 ¥28,407

国（H27) ¥4,254 ¥37,883 ¥33,629

根室市 ¥4,912 ¥48,176 ¥43,264

中標津町（H26） ¥3,432 ¥45,811 ¥42,379

別海町（H27） ¥2,226 ¥57,005 ¥54,779

¥0 ¥20,000 ¥40,000 ¥60,000

根室市

中標津町（H26）

別海町（H27）

健診未受診者の医療費 Ｂ
健診受診者の医療費 Ａ

法律には次のように記されています。

5月31日は自動車税の納期限です

問い合わせ先 納税に関するご相談は、　根室振興局　地域政策部　税務課納税係　　
☎（0153）２４－５４６６（税務課納税係直通）

　自動車税は、４月１日現在で運輸支局に登録されている自動車の名義人（所有者）にかかる税金です。
今年の納期限は５月 31日です。
　また、納めた時の「納税証明書」は車検時に必要になります。車検証と一緒に大切に保管しましょう。
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　4月25日現在  2,100円/㎏

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 437 409 872,640 433,080 706,764 -27,764
乳牛・ホル初妊ET 25 23 1,077,840 564,000 934,341 38,185
乳牛・ホ無　初妊 6 5 660,960 550,800 594,216 -27,594
乳牛・ホル　経産牛 1 1 441,720 441,720 441,720 -11,880
そ の 他 の 乳 用 種

合　　　　計 469 438 1,077,840 433,080 716,824 -26,121

市 場 情 報

生 乳 販 売 情 報
平成27年度3月末　管内農協生乳受託実績表	 （㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　4月15日開催分	 税込み

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数   4月1日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,490 -5
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,218 347
そ の 他 の 未 経 産 56 4

計 7,764 346 
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 10,453 -46
そ の 他 の 経 産 牛 41 0

計 10,494 -46
合　　　　　　　計 18,258 300

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 503 -1
黒 毛 和 種 　 オ ス 62 2

計 565 1
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス 103 -11
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス 58 -17

計 161 -28
合　　　　　　　計 726 -27
総　　　合　　　計 18,984 -273

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 493 474 899,640 336,960 735,972 21,278
肉牛・黒毛　メスET 206 197 988,200 432,000 807,659 40,165
肉牛・黒毛　メス計 699 671 988,200 336,960 757,019 37,831
肉牛・黒毛　オス
肉牛・黒毛　去勢 687 671 1,189,080 213,840 887,393 25,153
肉牛・黒毛　去勢ET 277 249 1,180,440 446,040 924,606 45,946
肉牛・黒毛　去勢計 964 920 1,189,080 213,840 897,465 33,430
肉素・肉専用種　去勢
繁 殖 ・ 黒 毛 46 42 1,817,640 291,600 820,157 -105,883
繁殖・乳用交雑種 3 3 874,800 657,720 746,280 10,260
廃 用 ・ 黒 毛 85 85 721,440 99,360 473,523 62,266
廃 用 肉 専 用 種

農　　協　　名 月　　　　　計 累　　　　　計 搾乳戸数乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比
Ｊ Ａ 標 津 町 8,614,408 13.8 98,410,734 101.3 136
Ｊ Ａ 中 標 津 町 10,671,657 103.5 126,318,661 103.1 172
Ｊ Ａ け ね べ つ 7,443,705 105.5 86,315,292 103.6 144
Ｊ Ａ 中 春 別 10,090,900 104.8 117,614,340 102.3 171

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,645,740 100.7 90,442,582 98.3 147
上 春 別 支 所 5,548,814 105 64,586,052 105.1 76
別 海 本 所 12,876,208 97.4 154,487,097 94.5 248
根 室 支 所 4,000,936 100.8 48,660,659 101.5 88
小　　　　計 28,322,226 103.8 328,104,692 99.0 559

合　　　　　計 66,892,368 101.2 786,835,417 100.9 1,182

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
初生・ホル　オス 175 175 189,000 108 99,256 -4,721
初生・ホル　ﾌﾘｰﾏﾁﾝ 12 12 97,200 5,400 47,790 10,206
初生・ホル　メス 22 22 401,760 88,560 322,380 19,671
初生・F1　オス 150 147 360,720 91,800 258,627 -6,377
初生・F1　メス 149 147 255,960 20,520 161,633 -20,015
初生・和牛　オス 16 16 725,760 516,240 618,165 30,350
初生・和牛　メス 11 10 606,960 325,080 507,276 15,012
初生・肉専用種　メス
初生・肉専用種　オス 3 3 169,560 159,840 163,800
初生・その他　オス 3 3 75,600 1,080 27,360 -1,080
初生・その他　メス
乳牛・ホル　育成 35 34 550,800 222,480 420,533 -24,866
乳牛・ホル無登録育成
乳牛・ホル　初妊 30 27 743,040 274,320 585,960 -27,935
乳牛・ホ無　初妊牛 2 2 592,920 76,680 334,800
乳牛・ホル　経産 57 57 665,280 120,960 345,771 -47,889
乳 牛 他 乳 用 種
肉素・乳用交雑（Ｆ１）オス 1 1 226,800 226,800 226,800
肉素・乳用交雑（Ｆ１）メス 11 10 387,720 162,000 307,962
肉素・ホル中ﾄｸ　メス
肉素・ホル中ﾄｸ　ﾇｷ 3 3 172,800 142,560 160,200 18,360
肉素・ホル中ﾄｸ　オス 1 1 52,920 52,920 52,920 -44,820
肉素・ﾎﾙ12ヶ月以上メス 21 21 426,600 3,240 260,434 -5,786
肉素・黒毛和種オス
肉素・黒毛和種メス 2 2 325,080 325,080 325,080
肉素・黒毛和種ﾇｷ
廃 　 用 ・ そ の 他
廃 　 用 ・ ホ 　 ル 178 178 326,160 17,280 173,225 -21,658
廃 用 ・ 黒 毛 和 種
繁 殖 黒 毛 和 種

ホクレン根室家畜市場	一般市場	4月20日開催分	 税込み

ホクレン根室家畜市場	乳牛市場（セール）4月18日開催分		税込み
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牛の左腹（肋骨の終わりから腰角までの間の凹み）
が充分に張っているか確認しましょう！

スムーズに放牧期をむかえましょう！

　
５
月
に
入
り
既
に
放
牧
を
開
始
さ

れ
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
半

年
ぶ
り
の
放
牧
で
、
人
に
も
牛
に
も

大
き
く
飼
養
環
境
が
変
化
し
ま
す
。

こ
の
管
理
の
変
わ
り
目
を
ス
ム
ー
ズ

に
乗
り
切
っ
て
、
本
格
的
な
放
牧
時

期
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

（
図
１
）。
ま
た
馴
致
は
畜
舎
の
出
入

り
や
外
気
温
に
牛
を
慣
ら
す
意
味
も

あ
り
ま
す
。

２　

併
給
飼
料
も
忘
れ
ず
に
！

　
馴
ら
し
期
間
中
は
ま
だ
草
量
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
畜
舎
に
牛
を
戻
す

際
は
、
い
つ
も
よ
り
肋
の
張
り
を
観

察
し
ま
し
ょ
う
（
図
２
）。
も
し
肋

の
張
り
が
不
十
分
な
場
合
は
草
架
な

ど
で
粗
飼
料
を
与
え
る
、
早
め
に
牛

を
畜
舎
に
戻
し
て
中
で
粗
飼
料
を
給

与
す
る
、
パ
ル
プ
の
よ
う
な
併
給
飼

料
を
与
え
る
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま

す
。

図１　馴致の効果について（新得畜試1987）

３���

水
は
飲
め
て
い
ま
す
か
？

　
牛
が
放
牧
草
を
腹
一
杯
食
べ
る
た

め
に
は
、
水
が
必
要
で
す
。
牛
は
放

牧
地
で
１
日
60
～
70
ℓ
の
水
を
飲
み

ま
す
（
図
３
）。
畜
舎
に
牛
を
入
れ

た
時
、
牛
が
真
っ
先
に
ウ
ォ
ー
タ
ー

カ
ッ
プ
の
水
を
大
量
に
飲
む
場
合
は

放
牧
地
で
の
水
不
足
の
可
能
性
が
高

い
で
す
。「
給
水
車
を
使
用
し
て
い

る
場
合
、
据
え
置
き
の
水
槽
と
違
い
、

タ
ン
ク
内
の
水
し
か
給
水
出
来
ま
せ

ん
。
小
ま
め
に
給
水
車
を
利
用
し
て

水
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
（
写
真
１
）。

ま
た
据
え
置
き
の
水
槽
を
使
用
し
て

い
る
場
合
は
、
ど
の
牧
区
か
ら
も
牛

が
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
設

置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

図２　肋の張りを確認しましょう

写真１　小まめな水の補給を図４　牛道の整備

図３　放牧地の飲水量（上川農試天北支場2006）

１　

放
牧
草
に
馴
致
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

　
こ
の
時
期
は
牛
を
放
牧
草
に
慣
ら

す
大
切
な
時
期
で
す
。
１
日
２
～
３

時
間
の
馴
ら
し
放
牧
か
ら
は
じ
め
ま

し
ょ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
ル
ー

メ
ン
内
の
微
生
物
が
放
牧
草
に
適
応

す
る
間
を
稼
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

馴
致
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
後
の
放

牧
草
の
採
食
や
乳
量
が
安
定
し
ま
す

４�　

牛
道
の
準
備
は
進
ん
で
い
ま
す

か
？

　
牛
道
は
牛
の
毎
日
の
通
り
道
で
す
。

悪
天
候
で
も
ぬ
か
る
ま
ず
、
歩
き
や

す
い
よ
う
に
き
ち
ん
と
整
備
し
ま

し
ょ
う
（
図
４
）。

かまぼこ型に土を盛り、
てっぺんを高くする

両脇に排水溝を作り、
水はけを良くする

　
舎
飼
期
か
ら
放
牧
期
へ
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
し
て
、
本
格
的
な
６
月
の
放

牧
期
を
む
か
え
ま
し
ょ
う
。

馴致採食量

馴致乳量

舎飼期
時期

馴致期（日）
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放牧期（日）

非馴致乳量放
牧
草
採
食
量（
Ｄ
Ｍ
㎏
／
頭
／
日
）

実
乳
量（
㎏
／
頭
／
日
）

非馴致採食量 馴致をおこなった場合の乳量

馴致をしなかっ
た場合の乳量

飲
水
量（
ℓ
／
頭
・
日
）

日中放牧
80
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月
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月

昼夜放牧
多い時で60～70ℓ水を飲みます
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中標津警察だより

昨年の人身事故のうち、歩行者の信号無視は
４８件もあり、そのうち４人が死亡しています！

歩行者にルール違反があると、交通事故は発生！

信号無視や斜め横断は、交通事故につながる危険な行為！

ドライバーも歩行者も、交通ルールを守って交通事故防止！

【 答え 】
自動車の任意保険では、被害者にも過失がある場合には、
過失の程度に応じて、損害賠償額が減額されます！

例えば、このイラストの様に、赤信号で横断歩道を渡った歩行者が、青信号

で直進してきた車にはねられた場合を考えてみましょう。

この事故の過失割合は、歩行者が７割、車が３割となります。
つまり、受け取れるはずの保険金が大幅に減額されます！

もし、青信号で横断歩道を渡った歩行者が、赤信号無視の車にはねられた場

合は、歩行者の過失はゼロ、車が１０割です。
※ この例は、過去の判例であり、状況によって過失相殺率は変わります。

交通安全情報№23
ストップ・ザ・交通事故

平成28年４月22日

警察本部交通部

交通総合対策センター



クロスワードパズル【タテのカギ】 【ヨコのカギ】

クロスワードパズル
住　所

氏　名

ＴＥＬ

（ペンネーム　　　　　　　　　　　）

「つぶやくべぇ～」へ投稿する

答え

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼﾝﾄを組織広報係でお受け取り下さい。

19

C

D

E

B

F

A

1 2 3 4 5

76

10 11 12 13

15

16 17

14

8 9

18 19

■春が来た
　�今年は去年より早
く桜がみられるか
なー、楽しみでーす。

　　（大成Ｈさん）

■新聞にも載りました
　�毎週金曜日、はなべこクラブやってまー
す！来てね！！　（事務局　深見課長）

■チェックしてね
　女子職員の制服が変わりました！　（職
員Ｔさん）

１　雨の日に履きます

２　食パンの重さの単位

３　�生まれつきの性質や才能、

天性のもの

４　�これに従わない者は罰せら

れます

５　�農薬用や都市用、工業用に

水を送る通路

７　○○○端麗、眉目秀麗

９　�野球の試合は９回の○○ま

でわかりません

11　�６月下旬に開催されること

が多い○○主総会

13　�自動○○○○機も節電の対

象に

15　�野外広告や装飾に使う○○

○サイン

17　�梅雨が明けたらやってくる

猛暑の季節

１　�○○○は繰り返す、一度起

こった出来事が何度も起き

ること

４　�満員の観光バスで使う○○

○席

６　�初対面での第一○○○○○

は大事

８　�グルメは食○○、美食家の

こと

９　�品○○は品物が不足してい

る状態

10　○○をおう者は山を見ず

12　�現金で？　それともカード

で？

14　風呂でのんびりつかる

16　�本の間に花を挟んで作りま

す

18　�ペローの童話で有名な赤○

○○ちゃん

19　�世にあまり知られていない

エピソード

◦ 正解者５名の方にすてきなプレゼﾝﾄを
さしあげます。なお、正解者多数の場合
は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所入
り口に設置している投書箱へ。または、組
織広報係までＦＡＸ（78-2048）お願い
します。

《締め切り》平成28年５月20日まで
　当選者の発表は「けねべつ」６月号誌上

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～

「つぶやくべぇ～」では皆さんのつぶやきやシャッターチャ
ンスなどを募集しています！営農企画課までメールするか
事務所玄関の投書箱への投稿お待ちしております！

einoukikaku@kenebetsu.ja-hokkaido.gr.jp

クロスワードパズル
４月号の答え オミヤマイリ

中野マドカさん　山下寿美恵さん　砂越富貴江さん
小林　京子さん　浮中　弘子さん
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計根別農協家族協定調印式
～後継者へバトンタッチ�～

　当農協では経営移譲に伴い、譲り受けた農
業経営に必要な資産の分割等を防ぐとともに、
お互いに責任を持って経営に参画し、近代的
な農業経営の確立と健康で明るい家庭環境を
作ることを目的とする家族協定の調印を推進
しています。この度４月20日に農協会議室
において、味元正一さん（譲渡）と味元一幸
さん（譲受）との間で組合長の立会いのもと
家族経営協定調印式が開催されました。


